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１．はじめに 

 弾性表面波（SAW）による液滴搬送現象は，

マイクロ流体システムなどへ応用されている

1)．SAW伝搬面上に液滴をのせると，液体中に

縦波が放射される．この放射された縦波により

液滴内に音響流が生じる 2)．この作用により液

滴は搬送されると考えている．液滴搬送過程の

観察に基づいた検討がなされている 3)．しかし，

液滴搬送に必要な力などの検討はなされてい

ない．本稿では，水槽を用いた SAWから放射

される力の測定結果について述べる． 

２．実験方法 

 実験系を図 1に示す．水面に垂直に SAWデ

バイスと板バネを設置した．板バネにはひずみ

ゲージを貼り付けており，この出力から SAW

デバイス表面から発生する力（放射力）を算出

した． 

３．結果と検討 

SAW の振幅は印加電力に依存する 4）．本稿

では印加電力を 2 W とした．この電力は液滴

搬送に十分な値である．板バネの先端と水面の

距離は 20 mmとした．図 2に SAW素子と板バ

ネ間の距離を変えた場合の測定結果を示す．距

離が 6 mm程度のところで一定値となり，その

後減少している．水槽による可視化より水面近

傍にも流れが観測された 5）． この影響が現れ

ていると考えている．また，10 mm以上での減

少は，SAW からの放射力と水面近傍の流れに

よる力両者が距離とともに減少するためと考

えている．SAW による放射力のみを測定する

ためには，水面の流れが影響しない方法が必要

である．当日は液滴を用いた力の測定について

も報告する． 
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図 1 実験系 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 SAWデバイスと板バネの距離と放射力

の関係 
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